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１．感動商品の開発について



Associative Idea Map 3

感動商品開発の背景

ユーザ 開発者

要求レベルの
高まり

イノベーティブな
企画立案の必要性

感動商品企画プロセスの体系化

１．感動商品の開発について
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これまでの感動商品開発の問題

1. ブレストのテーマが漠然としてしまう

2. ユーザにとっての“感動” がわかりにくい

3. アイディアに盛り込んだ “感動”を意識しにくい

１．感動商品の開発について
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感動商品企画ツールAIM

Associative Idea MapAssociative Idea Mapから頭文字をとっ
て付けた感動を狙う（aim）ツール

対象

体験

価値観

②イメージを膨らませる （10分） ③アイディアの素をつくる (15分)

[シートＡ] アイディアの素 展開シート

展開ターゲット： キーワードグループ：

《アイディア展開の前提条件》

（例：Ｐ7）（例：カーナビ）

「キーワードグループ」の中から、

各カテゴリ（Ａ～Ｃ）につき１つ

キーワードを選ぶ。どのキーワード

を選んでもかまわない。

①で挙げたキーワードから連想するイメージを、 [展

開ターゲット] を想像しながら記述する。イメージが

膨らまない場合は、 [展開ターゲット]にこだわらず

に展開したり、データベースを活用しても良い。

②で展開したキーワードのイメージを一つずつ掛け合わせ、グッドストー

リーになるように、 １～２文程度のアイディアの素を作成する。不足して

いる要素があれば補充し、アイディアが閃けば多少②の要素を変更してもか

まわない。具体的な機能やメリットが想定できていないレベルのものでも良

い。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ａ

Ｂ

Ｃ

例：苦労してきた →例：使い方がわからなくてバカにされてきた

例：楽ができる →例：１ボタンでできる

→例：カーナビ操作が苦手な人が、何度も間違っていた時、

その間違い方のパターンから「もしかして○○機能？」という表示が出て、

選択するだけ操作ができた。同乗者にほめられ、嬉しい気分になった。例：心地よかった →例：ほめられた

感動商品開発のためのアイディア展開シート Ver.6.00

Name code : Sheet No. :  A -Date : .     .

①キーワードを選ぶ（2分）

MEMOIdea No. (1)

Idea No. (2)

Idea No. (3)

(展開ターゲット)× 体験 で連想するものは？

(展開ターゲット)× 対象 で連想するものは？

(展開ターゲット)× 価値観 で連想するもの
は？

④ブレストする (30分)

③で展開したアイディアの素を

チームで発表しあい、お互いの

アイディアを膨らませたり、方

向性を修正したりする。

展開シート展開シート感動要素の
キーワードシート

感動要素の
キーワードシート

１．感動商品の開発について
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超上流プロセス

開発プロセスにおけるAIMの適用範囲

要件定義

外部設計

内部設計

商品の方向性検討

１．感動商品の開発について
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２．ＡＩＭの考案プロセス
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ＡＩＭ検討のプロセス

感動メカニズムのモデル化

感動しやすい組合せの算出

感動要素のキーワード化

２．ＡＩＭの考案プロセス

展開シートの
検討

展開シートの
検討

感動要素の
キーワードシートの完成！

感動要素の
キーワードシートの完成！
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ＡＩＭ検討のプロセス

感動メカニズムのモデル化

感動しやすい組合せの算出

感動要素のキーワード化

２．ＡＩＭの考案プロセス
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感動のメカニズムのモデル化

琴線

対象の側 自分の側

感動対象

経 験 ＤＢ ( 価 値 観 )

対 象

背 景 情 報

知 覚

感動しない対象

( 体 験 )

有名作家
の絵画

有名作家
の絵画

ようやく手
に入れた

ようやく手
に入れた

ずっと
欲しかった

ずっと
欲しかった

２．ＡＩＭの考案プロセス
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感動に必要な要素

価値観 対象 体験

有名作家
の絵画

有名作家
の絵画

ようやく手
に入れた

ようやく手
に入れた

ずっと欲し
かった

ずっと欲し
かった

２．ＡＩＭの考案プロセス
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ＡＩＭ検討のプロセス

感動メカニズムのモデル化

感動しやすい組合せの算出

感動要素のキーワード化

２．ＡＩＭの考案プロセス
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感動に必要な要素を抽出

２．ＡＩＭの考案プロセス

価値観 対象 体験

価値観 対象 体験

価値観 対象 体験

感動の実体験
エピソード400
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感動要素のキーワード化

価値観 対象 体験

117の感動要素の

キーワード完成

２．ＡＩＭの考案プロセス

価値観 対象 体験

価値観 対象 体験

価値観 対象 体験
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キーワードの一例

価値観 対象 体験

２．ＡＩＭの考案プロセス

ずっと探していた

思い入れがあった

期待していなかった

好みのタイプだった

定評があると思っていた

苦労してきた

希少性

自然の美しさ

素材の質が良い

先進的な機能

実用的

献身的な態度

ようやく手に入れた

偶然出会った

味わった

見解が広がった

効果を実感した

いとおしいと感じた

汎用的で
展開しやすい用語
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感動しやすいキーワードの組合せ

価値観 対象 体験

どのような組合せで
出現した場合に

感動しやすい状態になるのか？

２．ＡＩＭの考案プロセス
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ＡＩＭ検討のプロセス

感動メカニズムのモデル化

感動しやすい組合せの算出

感動要素のキーワード化

２．ＡＩＭの考案プロセス
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事例別に感動要素を割り当てる

感動要素のキーワード

事
例

該当しているかどうか
「０」「１」を割り当てる

２．ＡＩＭの考案プロセス

数量化Ⅲ類で強い反
応を示す軸を算出
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感動の種類でグループを作る

Ｐ1

Ｐ２

Ｐ５

Ｐ４

Ｐ３

クラスター分析で類似す
る事例をグルーピング

２．ＡＩＭの考案プロセス
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対象

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

定
評
が
あ
っ
た

探
し
て
い
た

バ
ラ
ン
ス
が
美
し
い

素
材
の
質
が
良
い

31% 30% 16% 9% 19% 25% 1% 16% 3% 3% 18% 0% 3% 40% 4% 0% 34% 0% 6% 3% 15%

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

自
然
の
美
し
さ

素
材
の
質
が
良
い

26% 8% 10% 14% 8% 0% 2% 10% 2% 20% 12% 2% 2% 6% 0% 6% 20% 6% 2% 0% 14%

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

23% 5% 0% 3% 0% 0% 10% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 3% 0% 0% 5% 3% 0% 0% 0%

Ｐ5

Ｐ4

Ｐ3

価値観

よ
う
や
く
見
つ
け
た

4% 10% 0% 0% 0% 7% 4% 0% 0% 0% 6% 0% 1% 16% 4% 21% 4%

世
界
観
が
あ
る

か
わ
い
ら
し
さ

偶
然
出
会
っ
た

6% 24% 4% 2% 8% 22% 6% 2% 4% 8% 28% 4% 2% 4% 16% 0% 2%

世
界
観
が
あ
る

克
服
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ

進
歩
・
成
長
を
感
じ
ら
れ
る

3% 20% 8% 10% 0% 8% 0% 20% 25% 15% 18% 0% 8% 0% 0% 0% 0%

体験

よ
う
や
く
手
に
入
れ
た

味
わ
っ
た

9% 16% 31% 0% 4% 24% 4% 10% 18% 7% 1% 0% 3%

味
わ
っ
た

心
地
よ
か
っ
た

8% 6% 14% 2% 12% 28% 4% 2% 20% 2% 6% 4% 10%

特
別
な
も
の
を
発
見

味
わ
っ
た

い
と
お
し
い
と
感
じ
た

自
分
を
省
み
た

3% 3% 8% 13% 28% 28% 10% 13% 18% 3% 5% 23% 25%

グループを代表する
キーワードの組合せを抽出する

グループごとに出現率の
高いキーワードを算出

感
動
の
グ
ル
ー
プ

２．ＡＩＭの考案プロセス



Associative Idea Map 21

感動要素のキーワードシート完成

２．ＡＩＭの考案プロセス

操
作
性

能
動
的

パ
タ
ー
ン
番
号

実
現
不
可
能
だ
と
思
っ
て

い
た

手
に
入
ら
な
い
と
思
っ
て

い
た

自
分
で
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た

無
い
と
思
っ
て
い
た

諦
め
て
い
た

期
待
し
て
い
な
か
っ
た

使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

知
ら
な
か
っ
た

経
験
が
な
か
っ
た

想
像
で
き
な
か
っ
た

意
識
し
て
い
な
か
っ
た

興
味
が
薄
か
っ
た

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

定
評
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た 興
味
が
あ
っ
た

好
み
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た

憧
れ
て
い
た

（
ず
っ
と

）
探
し
て
い
た

（
ず
っ
と

）
待
っ
て
い
た

（
ず
っ
と

）
追
い
か
け
て

い
た

華
や
か
で
美
し
い

自
然
の
美
し
さ

色
づ
か
い
が
美
し
い

可
憐
で
美
し
い

端
正
で
整
っ

て
い
る

バ
ラ
ン
ス
（
デ
ザ
イ
ン
）

が
美
し
い

ゴ
ー

ジ
ャ
ス
で
美
し
い

気
品
が
あ
っ

て
美
し
い

素
材
の
質
が
良
い

繊
細
な
作
り

丁
寧
な
作
り

丈
夫
な
作
り

精
巧
な
作
り

多
機
能

高
い
能
力

先
進
的
な
機
能

プ
ロ
レ
ベ
ル
な

扱
い
や
す
さ

便
利
な

実
用
的

楽
が
で
き
る

問
題
解
決

ス
キ
ル
ア
ッ

プ

安
心
感
を
得
ら
れ
る

安
全
が
保
証
さ
れ
る
（
利

用
で
き
る
）

世
界
レ
ベ
ル
の
認
知
度
を

持
つ

有
名
な
ブ
ラ
ン
ド

伝
統
あ
る

評
判
の
良
い

自
分
に
ぴ
っ

た
り

理
想
と
合
致
す
る

珍
し
さ

限
ら
れ
た

希
少
性

歴
史
が
あ
る

世
界
観
が
あ
る

愛
着
の
あ
る

無
邪
気
さ
が
あ
る

愛
嬌
の
あ
る

か
わ
い
ら
し
さ

夢
が
あ
る

克
服
ス
ト
ー

リ
ー

を
持
つ

進
歩
・
成
長
を
感
じ
ら
れ

る メ
ッ

セ
ー

ジ
性
の
あ
る

思
い
や
り
が
あ
る
対
応

心
地
よ
い
サ
ポ
ー

ト

献
身
的
な
態
度

協
力
し
て

精
力
的
な

ぬ
く
も
り
・
優
し
さ
の
あ

る 親
し
み
の
あ
る

偶
然
出
会
っ
た

突
然
出
会
っ
た

衝
撃
的
な
出
会
い
だ
っ

た

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
出
会
っ

た サ
プ
ラ
イ
ズ
　
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た

よ
う
や
く
見
つ
け
た

自
ら
生
み
出
し
た

偶
然
手
に
入
れ
た

条
件
に
合
致
し
た

よ
う
や
く
手
に
入
れ
た

意
外
な
面
を
発
見

特
別
な
も
の
を
発
見

味
わ
っ
た

見
解
が
広
が
っ
た

効
果
を
実
感
し
た

心
地
よ
か
っ
た

楽
し
か
っ
た

懐
か
し
さ
が
あ
っ
た

い
と
お
し
い
と
感
じ
た

自
分
を
省
み
た

経
験
が
な
か
っ
た

素
材
の
質
が
良
い

高
い
能
力

実
用
的

問
題
解
決

味
わ
っ
た

効
果
を
実
感
し
た

心
地
よ
か
っ
た

0% 0% 6% 6% 0% 13% 2% 13% 6% 27% 10% 8% 2% 12% 12% 2% 0% 8% 4% 8% 6% 2% 10% 10% 2% 0% 17% 0% 0% 33% 0% 2% 4% 8% 4% 40% 10% 2% 17% 10% 38% 12% 25% 6% 8% 0% 4% 8% 0% 2% 10% 2% 4% 4% 0% 0% 2% 4% 0% 0% 4% 4% 0% 2% 0% 2% 8% 4% 2% 0% 0% 0% 10% 0% 13% 8% 2% 0% 2% 4% 10% 13% 10% 10% 21% 15% 48% 29% 4% 0% 4% 12%
4% 12% 5% 6% 6% 5% 9% 14% 17% 18% 4% 3% 6% 3% 2% 1% 1% 2% 7% 1% 7% 13% 10% 17%

期
待
し
て
い
な
か
っ
た

経
験
が
な
か
っ
た

高
い
能
力

先
進
的
な
機
能

便
利
な

実
用
的

楽
が
で
き
る

問
題
解
決

特
別
な
も
の
を
発
見

見
解
が
広
が
っ
た

効
果
を
実
感
し
た

0% 0% 12% 8% 0% 28% 6% 10% 14% 22% 18% 0% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 2% 0% 0% 4% 0% 0% 2% 4% 16% 52% 32% 6% 16% 44% 50% 20% 44% 2% 8% 14% 2% 2% 0% 0% 12% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 10% 0% 0% 2% 0% 0% 10% 0% 6% 2% 0% 0% 0% 0% 8% 2% 8% 20% 4% 28% 62% 14% 6% 0% 0% 6%

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

定
評
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た （
ず
っ
と

）
探
し
て
い
た

バ
ラ
ン
ス
（
デ
ザ
イ
ン
）

が
美
し
い

素
材
の
質
が
良
い

有
名
な
ブ
ラ
ン
ド

希
少
性

よ
う
や
く
見
つ
け
た

よ
う
や
く
手
に
入
れ
た

味
わ
っ
た

0% 3% 3% 7% 3% 12% 1% 4% 0% 6% 0% 3% 1% 31% 30% 16% 9% 19% 25% 1% 16% 3% 3% 18% 0% 3% 40% 4% 0% 34% 0% 6% 3% 15% 1% 12% 0% 4% 12% 0% 13% 0% 3% 3% 1% 0% 18% 30% 9% 12% 10% 16% 6% 9% 21% 4% 10% 0% 0% 0% 7% 4% 0% 0% 0% 0% 6% 0% 1% 0% 0% 0% 6% 0% 1% 16% 4% 21% 4% 9% 16% 31% 0% 4% 24% 4% 10% 18% 7% 1% 0% 3%

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

自
然
の
美
し
さ

素
材
の
質
が
良
い

世
界
観
が
あ
る

か
わ
い
ら
し
さ

偶
然
出
会
っ
た

味
わ
っ
た

心
地
よ
か
っ
た

2% 0% 0% 6% 0% 18% 0% 6% 2% 6% 0% 12% 0% 26% 8% 10% 14% 8% 0% 2% 10% 2% 20% 12% 2% 2% 6% 0% 6% 20% 6% 2% 0% 14% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 4% 0% 0% 0% 12% 4% 2% 6% 0% 4% 8% 8% 14% 6% 24% 4% 2% 8% 22% 6% 2% 4% 8% 0% 8% 2% 2% 4% 14% 2% 28% 4% 2% 4% 16% 0% 2% 8% 6% 14% 2% 12% 28% 4% 2% 20% 2% 6% 4% 10%

思
い
入
れ
が
あ
っ
た

世
界
観
が
あ
る

克
服
ス
ト
ー

リ
ー

を
持
つ

進
歩
・
成
長
を
感
じ
ら
れ
る

献
身
的
な
態
度

協
力
し
て

精
力
的
な

ぬ
く
も
り
・
優
し
さ
の
あ

る 親
し
み
の
あ
る

特
別
な
も
の
を
発
見

味
わ
っ
た

い
と
お
し
い
と
感
じ
た

自
分
を
省
み
た

3% 0% 0% 5% 10% 15% 0% 5% 5% 3% 3% 18% 0% 23% 5% 0% 3% 0% 0% 10% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 3% 0% 0% 5% 3% 0% 0% 0% 0% 10% 0% 5% 0% 0% 0% 0% 3% 10% 8% 0% 5% 0% 0% 3% 0% 0% 5% 13% 0% 3% 20% 8% 10% 0% 8% 0% 20% 25% 15% 18% 10% 23% 20% 23% 48% 20% 18% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 3% 3% 8% 13% 28% 28% 10% 13% 18% 3% 5% 23% 25%
5% 3% 9% 8% 3% 1% 2% 4% 0% 3% 4% 2% 0% 6% 10% 6% 15% 23% 5% 0% 3% 8% 20% 15%

良
質

審
美
性

積
極
的

認
知
度

信
頼
性

パ
ー

ソ
ナ
ル

フ
ィ
ッ

ト

B対象
対象単独が持っている質・要素 感動したときの感覚、感動の仕方

C体験

無
意
識

利用時

再
認
識

新
発
見

受
動
的

利
便
性

機
能
性

能
動
的

入手時初対面時

受
動
的

希
少
価
値

対
応

外的 付加価値内的

ス
ト
ー

リ
ー

性

純
粋

お
も
む
き

無意識 ポジティブ

Ｐ1

未
経
験

消
極
的

肯
定
的

Ｐ5

Ｐ2

Ｐ4

Ｐ3
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アイディア展開の手順を検討

２枚のアイディア展開シートに展開手順を示す

対象

体験

価値観

②イメージを膨らませる （10分） ③アイディアの素をつくる (15分)

[シートＡ] アイディアの素 展開シート

展開ターゲット： キーワードグループ：

《アイディア展開の前提条件》

（例：Ｐ7）（例：カーナビ）

「キーワードグループ」の中から、

各カテゴリ（Ａ～Ｃ）につき１つ

キーワードを選ぶ。どのキーワード

を選んでもかまわない。

①で挙げたキーワードから連想するイメージを、 [展

開ターゲット] を想像しながら記述する。イメージが

膨らまない場合は、 [展開ターゲット]にこだわらず

に展開したり、データベースを活用しても良い。

②で展開したキーワードのイメージを一つずつ掛け合わせ、グッドストー

リーになるように、 １～２文程度のアイディアの素を作成する。不足して

いる要素があれば補充し、アイディアが閃けば多少②の要素を変更してもか

まわない。具体的な機能やメリットが想定できていないレベルのものでも良

い。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ａ

Ｂ

Ｃ

例：苦労してきた →例：使い方がわからなくてバカにされてきた

例：楽ができる →例：１ボタンでできる

→例：カーナビ操作が苦手な人が、何度も間違っていた時、

その間違い方のパターンから「もしかして○○機能？」という表示が出て、

選択するだけ操作ができた。同乗者にほめられ、嬉しい気分になった。例：心地よかった →例：ほめられた

感動商品開発のためのアイディア展開シート Ver.6.00

Name code : Sheet No. :  A -Date : .     .

①キーワードを選ぶ（2分）

MEMOIdea No. (1)

Idea No. (2)

Idea No. (3)

(展開ターゲット)× 体験 で連想するものは？

(展開ターゲット)× 対象 で連想するものは？

(展開ターゲット)× 価値観 で連想するもの
は？

④ブレストする (30分)

③で展開したアイディアの素を

チームで発表しあい、お互いの

アイディアを膨らませたり、方

向性を修正したりする。

２．ＡＩＭの考案プロセス
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３． AIM活用例
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展開するターゲット：

カーナビ

３．ＡＩＭ活用例



Associative Idea Map 25

キーワードを選ぶ：

ずっと

追いかけて

きた

価値観 対象 体験

価値観 価値観真実の 偶然

出会った

３．ＡＩＭ活用例
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イメージを膨らませる：

ずっと
追いかけて

きた

価値観 対象 体験
価値観 価値観
真実の 偶然

出会った

価値観 価値観
憧れの

人物の情報

歴史の原点
となった
土地

偶然

表示された

カーナビだったら？

３．ＡＩＭ活用例
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アイディアの素をつくる：

価値観 価値観
憧れの

人物の情報

歴史の原点
となった
土地

偶然
表示された× ×

憧れの歴史的人物を登録しておくと、

それに由来する土地を教えてくれる

カーナビ。

掛け合わせて

グッドストーリーを創造する

３．ＡＩＭ活用例
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タイトルをつける：

歴史発見ナビ

３．ＡＩＭ活用例
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シナリオを展開する

休日のドライブが大好きなみちお君。今日はカーナビ

の新機能「歴史発見機能」をＯＮにして、ひさびさの

京都をドライブしていました。

しばらくすると、「鳥羽伏見の合戦」とカーナビに表

示されています。気になったので詳しく見てみると、

なんと、大好きな坂本龍馬が関係している歴史的合戦

の舞台だそうです。

みちお君は、車を停めて、その土地を見渡しました。

ここが、その舞台か・・・と。

３．ＡＩＭ活用例
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４．AIMの効果と今後の展開
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AIMの効果

1. 感動商品の開発が効率的に行える

2. 思いがけないアイディアが偶発しやすい

3. 展開ステップの“見える化”

データの管理がしやすい

アイディア展開を分業できる

4. ユーザ視点で感動商品を展開できる

４．ＡＩＭの効果と今後の課題
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AIMの今後の展開

1. 感動パターンの特徴分析

展開ターゲット別利用方法の検討

ユーザ層別利用方法の検討

2. 感動以外の感性キーワードでの展開

3. 目的に応じたツールへのブラッシュアップ

アイディアのデータベース化

アイディアの評価方法の検討

４．ＡＩＭの効果と今後の課題
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